令和５年度　第４回　高鷲地域協議会　要録
【日　時】令和5年10月25日（水）　19：00～20：40
【場　所】高鷲振興事務所　2階　集会室
【出席者】委　員：上野　聡、山畑　光知哲、上村　ひとみ、清水　聡、
山川　弘保、仲谷　志保、下牧　直哉、麦島　洋介、
上村　英二、福手　均、蓑島　俊輔、渡邉　慎、野田　育子
　　　　　オブザーバー：加藤　祥治

          事務局：島野高鷲振興事務所長、角高鷲振興課長、森地域振興係長
　

【会議内容】
１．開会　（19：00）
　
２．会長あいさつ　
　
３．高鷲振興事務所長あいさつ
４．協議事項　

（1）分科会ごとの協議　（19：05～）

※福祉部会：集会室　　　ICT推進部会：第2会議室

　各分科会で今年度の進捗状況と今後の事業について協議
（2）全体会　（20：00～）
分科会で協議したことの報告

【福祉部会】
· LINE広報について、イベント開催など、いろいろなところから情報をいただき、どんどん使っていただいているような状況。

· 求人募集を記事化してLINE広報に載せるということを試みとして始める。（たかすのすの移住定住地域の担い手づくり推進事業として）いつもと同様に、ICT部会で目を通してから配信していく。
· 空き家情報を収集できるような仕組みを、LINE広報ないし、ホームページ、或いはそれ以外からの口コミ情報を通じて情報を収集するような仕組みを作り始める。（たかすのすの移住定住地域の担い手づくり推進事業として）空き家を探している人の情報も取集できると良いのではないかという話が出ている。
· 高鷲を取材して、記事を書く事業については、年内に１～２記事を配信予定。
· LINE広報の登録者が今日現在951人で。まもなく1,000人。1,000人を目標にやってきたため、もう一押し、何かキャンペーンを検討するか、1,000人到達記念で何かできないか検討する。予算上出せないものもあるので、注意しながら検討していく。
（Ａ委員）
LINEの登録者の居住地は分かるのか？
（Ｂ委員）
ほぼ岐阜県。その内高鷲がどれくらいかは分からない。
（Ａ委員）
高鷲の人の登録を増やす仕掛けを考えてもらえたら。
【福祉部会】

· 高鷲の生鮮食品等を扱ってらっしゃる３商店との意見交換会を9月11日に行った。
· 宅配サービスの利用があまりないという事であった。まだ知らない人が多いのではないかという事でチラシを作成し、12月広報配布時に一緒に配布する。ポスターも作成する。
· 福祉勉強会を「いつまでのあんきに買い物ができる高鷲を考える」という事で、11月9日に開催する。
勉強する機会ということで、このような勉強会を設けさせていただいた。
· 今、国交省でライドシェアの検討が始まっている。ライドシェアが簡単に使えるようになると、公共交通の在り方も変わってくる。この国の動きも注視しながら検討を重ねていきたい。
（Ｃ委員）
高鷲の買い物難民はけっこういらっしゃるのか。
（Ａ委員）
実際本当に困っている人がどれくらいいるのか数は不明。
免許がなく、車で行けない人は、子供が何日かに１回来るとか、配食サービスを利用している人もいる。
５．その他　（20：20～）
【ビジョン部会について】
· 高鷲の短期的なことばかりではなく、長期的なことも考えていこうという事でビジョン部会をやっている。第3回目を9月28日に、第4回目を10月18日に行った。
· 4回目では、高鷲地域で活動してみえる方にはどのようなグループや人がいるのかピックアップしてみた。ざっと挙げただけでも20組ぐらいの団体や、活動してみえる人たちがいるということで、その方達との結びつきや関わりを深めていく上で、交流会や、そういう方達がいることを知っていく場を作っていくという事を話し合った。
· 今後については総合的なビジョンづくり、産業や福祉や広域移住という様々な観点に基づいて考えつつ、スケジュール化しながら、事業化を進めていこうとしているところ。
また皆様のご意見を伺いたい。
（会長）
若い世代のアイディアをどんどん提案してもらって、次に進めていきたいというような事であったり、それを受け入れる地域があるというのも感じている。皆の意見を地域の中で取り入れながらできる、そうゆうやわらかいコミュニケーションがこれからは必要になってくるのと同時に、まちづくりに繋がっていく。いろいろなことをプロデュースする人材も必要。財源も必要だと感じる。
（Ｃ委員）
ビジョン部会はおおまかに言うと、どんな高鷲にしていきたいかとか、人口を減らさないためにはどうすれば良いかを話し合っているということか。
（会長）
それもあるし、ビジョン部会があって、ある程度高鷲に対するビジョンが決まっていると、それに対してどのように取り組んでいこうかと考えていける。
（副会長）

それを考える中で、若い人の中でどういうことを得意にしていて、何をしたいか、自分がこういうふうにして高鷲で活動していきたいんだっていう思いを持っている方達のリストを作成したいという事がビジョン部会で出ている。また、そういう方達が話をしてもらう機会を作りたい。
高鷲の人材を皆で確認しながら掘り起こしていく作業も必要。そして、どう応援していくかということが、ビジョンの細かい部分の実行計画になってくる。
○その他

11月5日ひるがのでマルシェを開催する。。若者中心で高鷲の20事業者ほどが出店予定。若者中心にして高鷲の魅力を発信する場所を作ろうということでやっている。お時間あれば立ち寄っていただきたい。
６．閉会　（20：40終了）

